
鹿児島県からのお知らせ

2
月
11
日（
月
）〜
4
月
10
日（
水
）

★は写真入りで紹介
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県政
トピックス

2月14日(木)

　
国
が
公
募
し
て
い
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
実
証
実
験
の
た
め
の
海
域
（
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
）

の
応
募
に
向
け
た
検
討
を
行
う
「
第
１
回
鹿
児
島

県
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
研
究

会
」を
開
催
し
た
。

　
研
究
会
で
は
、
学
識
経
験
者
の
委
員
６
名
が
出

席
し
、
県
内
に
お
け
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
分
布
状
況
や
、実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
誘
致
に
向
け

て
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
県
で
は
、
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
募
集
期
限
で
あ
る

平
成
26
年
２
月
末
に
向

け
て
、
引
き
続
き
研
究

会
の
開
催
や
候
補
地
の

実
測
調
査
を
行
い
、
応

募
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

22
日(

金)
・

月
14

2

日(

木)

第
1
回
県
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
研
究
会

月
17

2

日(

日)

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

姶
良
・
伊
佐

月
27

2

日(

水)

平
成
24
年
度
県
茶
業
振
興
大
会

月
3

3
日(

日)

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

月
3

6
日(

水)

製
造
業
ア
ジ
ア
圏
域
販
路
開
拓
支
援
事
業
セ
ミ
ナ
ー

月
3

7
日(

木)

春
の
シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

月
3

9
日(

土)

ひ
っ
と
べ
か
ご
し
ま
２
０
１
３

〜
共
生
・
協
働
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

月
3

10
日(

日)

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
「
川
内
隈
之
城
道
路
」

（
薩
摩
川
内
水
引
イ
ン
タ
ー
〜
薩
摩
川
内
高
江
イ
ン
タ
ー
）
開
通
式

月
28

2

日(

木)

か
ご
し
ま
遊
楽
館
来
館
者
8
0
0
万
人
達
成

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

月
28

2

日(

木)

わ
っ
ぜ
か
鹿
児
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

月
17

22

日(
日)

匠
に
よ
る
「
鹿
児
島
の
食
」
フ
ェ
ア

★ ★★★ ★★
月
3

13
日(

水)

愛
華
み
れ
さ
ん　
薩
摩
大
使
委
嘱
式

★
月
3

24
日(

日)

お
れ
ん
じ
食
堂
定
期
運
行
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー

月
3

26
日(

火)

鹿
児
島－

台
北
線
就
航
1
周
年
記
念
式
典

★
月
4

2
日(

火)

支
援
型
自
動
販
売
機
の
県
有
施
設
へ
の
導
入

24
日(

日)
～

月
23
日(
土)

第
3
回
商
店
街
グ
ル
メ
№
1
決
定
戦

「
S
h
o
w-
1
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

九
州
新
幹
線
全
線
開
業
2
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

～

月
16

3

日(

土)

17
日(

日)

2月17日(日)・22日(金)

　
「
本
物
。鹿
児
島
県
」
の
多
彩
な
食
の
さ
ら
な
る

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
本
県
出
身
の
一

流
シ
ェ
フ
で
あ
る
、
フ
レ
ン
チ
の
中
村
勝
宏
シ
ェ

フ
、
和
食
の
木
浦
信
敏
総
料
理
長
、
イ
タ
リ
ア
ン

の
濱
﨑
龍
一
シ
ェ
フ
、
フ
レ
ン
チ
の
上
柿
元
勝
シ

ェ
フ
を
招
聘
し
、
本
県
産
の
食
材
を
活
用
し
た
フ

ェ
ア
を
、
２
月
17
日
と
22
日
の
両
日
、
鹿
児
島
市

内
の
２
カ
所
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　
フ
ェ
ア
で
は
、
匠
の
至
高
の「
技
」と
鹿
児
島
が

誇
る
「
本
物
の
素
材
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
、
華
麗
な
る「
食
」の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
奏
で
ら

れ
た
。

　
ま
た
、今
回
の
フ
ェ
ア
に

併
せ
て
、国
内
外
の
メ
デ
ィ

ア
や
海
外
の
有
名
ホ
テ
ル

の
シ
ェ
フ
等
を
招
聘
し
、国

内
外
に
「
鹿
児
島
の
食
」
の

情
報
発
信
を
行
っ
た
。

し
ょ
う
へ
い

第１回県海洋再生エネルギー利用促進研究会

匠による「鹿児島の食」フェア
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2月23日(土)～24日（日）
第3回商店街グルメＮｏ.1決定戦
「Ｓｈｏｗ－１グルメグランプリ」本大会

　
商
店
街
の
名
物
料
理
作
り
を
通
じ
て
商
店
街

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
で
３

回
目
と
な
る
商
店
街
グ
ル
メ
№
1
決
定
戦
「
Ｓ
ｈ

ｏ
ｗ-

１
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
」
本
大
会
が
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
参
加
16
団
体
の
う
ち
、
栄
え
あ
る
グ
ラ
ン
プ
リ

は
大
会
連
覇
と
な
る
枕
崎
市
通
り
会
連
合
会
「
枕

崎
鰹
船
人
め
し
Ｓ
Ｐ
」、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
は
志
布

志
中
央
商
店
街「
志
布
志
黒
豚
三
昧
丼
」、
第
３
位

は
鹿
屋
市
商
店
街
連
合
会
「
プ
リ
モ
コ
豚
」
に
決

定
し
た
。

　
２
日
間
の
大
会
開
催

期
間
中
、
延
べ
２
万
７

０
０
０
食
が
供
さ
れ
る

な
ど
会
場
は
大
盛
況
の

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

2月28日(木)

　
県
と
阪
急
阪
神
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
で
身
近
に
な

っ
た
関
西
エ
リ
ア
を
中
心
に
「
わ
っ
ぜ
か
鹿
児
島

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
催
し
た
。

　
鹿
児
島
ツ
ア
ー
や
黒
豚
、
黒
牛
、
焼
酎
な
ど
が

当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
。14

の
グ
ル
ー
プ
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ス
ー
パ

ー
で
の
フ
ェ
ア
、
阪
急
梅
田
駅
構
内
で
の
特
産
品

販
売
、
百
貨
店
物
産
展
、
阪
急
交
通
社
に
よ
る
鹿

児
島
旅
行
商
品
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
、
ウ
ェ
ブ
や
阪
急
・

阪
神
鉄
道
沿
線
の
情
報
誌
、
駅
や
電
車
内
広
告
、

ラ
ジ
オ
番
組
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
り
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
告
知

が
広
く
行
わ
れ
、
観
光

や
食
な
ど
「
本
物
。鹿

児
島
県
」
が
持
つ
多
彩

な
魅
力
が
多
く
情
報

発
信
さ
れ
た
。

2月28日(木)

　
東
京
・
有
楽
町
に
あ
る
鹿
児
島
県
の
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」
の
来
館
者
が

８
０
０
万
人
に
達
し
た
。

　
「
か
ご
し
ま
遊
楽
館
」は
、
首
都
圏
に
お
け
る
物

産
や
観
光
の
総
合
的
な
情
報
の
受
・
発
信
拠
点

と
し
て
、
平
成
７
年
５
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、

今
年
で
18
年
目
を
迎
え
る
。

　
８
０
０
万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ
た
方
は
、
千

葉
県
船
橋
市
の
一
井
啓
子
さ
ん
。オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
の
フ
ァ
ン
で
、
毎
月
１
回
は
友
人
ら
と
ラ
ン

チ
な
ど
に
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
か
ご
し
ま
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ぐ
り
ぶ
ー
」
も
加

わ
り
、
く
す
玉
を

割
っ
て
節
目
の
達

成
を
祝
っ
た
。

かごしま遊楽館来館者800万人達成記念セレモニー

わっぜか鹿児島キャンペーンプロモーション

ふ
な  
ど

ト
ン
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3月13日(水)

3月26日(火)

3月10日(日)
南九州西回り自動車道「川内隈之城道路」
（薩摩川内水引インター～薩摩川内高江インター）開通式

　
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
薩
摩
川
内
水
引

I
C
〜
薩
摩
川
内
高
江
I
C
間（
3
・
5
㎞
）が
無

料
開
通
し
た
。川
内
川
を
渡
る
新
た
な
ル
ー
ト（
歩

道
も
併
設
）
が
増
え
た
こ
と
で
移
動
時
間
が
短
縮

さ
れ
、産
業
や
観
光
の
振
興
な
ど
、川
薩
地
域
の
交

流
促
進
・
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

　
当
日
は
、
地
元
保
育
園
児
も
参
加
し
た
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、開
通
を
祝
っ
た
。

　
ま
た
、３
月
２
日
に
は
道
路
を
一
般
開
放
し
て
、

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
物
産
品
販
売
な
ど
の
開
通
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
約
１
０
０
０
人

の
参
加
者
が
開
通

前
の
高
速
道
路
上

で
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
ん
だ
。

　
県
で
は
、「
本
物
。鹿
児
島
県
」
の
多
彩
な
魅
力

を
国
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
情

報
発
信
力
の
高
い
方
に
「
薩
摩
大
使
」
を
委
嘱
し

て
お
り
、
こ
の
た
び
、
南
大
隅
町
出
身
で
女
優
の

愛
華
み
れ
さ
ん
に
委
嘱
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
で
や
か
な
大
島
紬
姿
で
知
事
室
を

訪
れ
た
愛
華
さ
ん
に
伊
藤
知
事
が
委
嘱
状
や
名

刺
を
手
渡
し
た
。愛
華
さ
ん
は
、「
薩
摩
お
ご
じ
ょ

の
度
量
の
深
さ
を
持
っ
て
、
鹿
児
島
の
良
さ
を
ど

ん
ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
愛
華
さ
ん
は
、
宝
塚
歌
劇
団
で
花
組
男
役
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
と
し
て
多
く
の
舞
台
で
主
役
を
務
め
、

退
団
後
は
女
優
と
し
て
テ

レ
ビ
や
舞
台
で
活
躍
す
る

傍
ら
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
の

闘
病
体
験
か
ら
ガ
ン
征
圧

の
啓
発
活
動
等
に
も
尽
力

さ
れ
て
い
る
。

愛華みれさん　薩摩大使委嘱式

　
平
成
24
年
に
就
航
し
た
鹿
児
島‒

台
北
線
が
、

３
月
25
日
に
就
航
１
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
鹿
児
島
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

に
お
い
て
、式
典
を
開
催
し
た
。

　
式
典
で
は
、
く
す
玉
を
割
り
、
乗
客
の
代
表
者

へ
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
県
や
市
、
空
港

関
係
者
ら
が
、１
周
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

　
台
北
線
は
、
こ
の
間
、
延
べ
４
万
人
に
利
用
さ

れ
、現
在
で
は
、鹿
児
島
と
台
湾
、そ
し
て
世
界
各

国
を
結
ぶ
交
流
の
架
け
橋
と
し
て
、
本
県
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
交
通
基
盤
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　
県
で
は
今
後
も
、
幅
広

い
分
野
に
お
け
る
相
互

交
流
や
、
双
方
向
か
ら
の

路
線
の
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

鹿児島－台北線就航1周年記念式典
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